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実施計画に基づき 6 月に「労働災害事故報告」調査を行ったところ、該当組合から報告がありましたので主

な事例をご報告致します。フード連合(労働局)は、単組から労働災害事故の報告を受け業種別部会に情報を提

供致します。業種別部会・単組は、災害事例を参考にして再発・未然防止に向けた取り組みにお役立て下さい。

なお、この取り組みは継続して行いますので労働災害事故につきましては事故発生の都度ご報告下さい。 

“ 労働者の命はかけがえのないものです！ 

働く仲間を守る日々の活動が重要です ” 
 

              労働組合は、もし事故が起きてしまった 

場合に、労働者が事故を隠さずに必ず 

担当者及び労働組合に報告できるような 

環境作 りを行って下さい！労使で協力し 

労災の撲滅に取り組みましょう！ 

 

《労働災害事故事例》 

(1) 災害発生日時  2005 年 7 月。    

(2) 年齢・性別・雇用形態  24 歳・女性・正社員。 

(3) 被災者の勤続・経験  勤続 0年・職場経験 0年。 

(4) 災害発生状況 

① どのような場所で  デザート製造ライン。 

② どのような作業をしているときに  製造終了後の洗浄作業中。 

③ どのようにして災害が発生したか  コンベアーを動かしながら洗浄していたため、ブラシがコ

ンベアーに挟まり、抜こうとした際にコンベアーに指を巻

き込まれた。 

④ 災害の状態(傷病部位、通院、休業等)  左手中指骨折、通院 3週間。 

  (5) 組合・安全委員会等の対応  機械は止めてから作業するように指導。 

 

 

【安全博士の一言】 

今回は、フード連合(乳業部会)に所属する労組からの労災事故報告

を掲載致しました。(5)組合・安全委員会等の対応にもご記入頂いてい

る通り、コンベアー等巻き込まれが予想される作業の場合は、必ず機

械を止めてから次の作業に取りかかるように指導しましょう！ 

また、報告を見ると勤続・職場経験の短い従業員が事故を起こして

いるケースが目立ちます。労働組合は経験の浅い従業員が十分な研

機械を動かしながら洗

浄していたのが原因！ 

ちょっとした注意で災害は

防げるのですが・・・・。 
フード連合/安全博士 修(教育)を受けられるような環境作りを行いましょう！ 


